第５回高知県社会教育委員会（平成２０年８月１日から平成２２年７月３１日任期）会議概要
日時：平成２１年１１月１６日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４：００～１６：３０～
場所：香南市立野市小学校　会議室
１．開会
　高知県社会教育委員長　挨拶
２．議事
（１）協議題「地域で子どもや学校教育を支える仕組みづくり」についての意見集約（中間とりまと
め）
1 学校支援地域本部について現状報告　　生涯学習課　　　
質疑応答
（委員）　　
実行委員会の設置は高知市と他の市町村は同じであるのか。
（生涯学習課）　　
昨年度は朝倉中１校であったので、実行委員と本部が同じメンバーであった。今年度、愛宕中学校にも本部ができ、本来なら昨年度からある朝倉中学校とは別に愛宕中の本部ができるべきであるが、制度が変わり、国の委託事業ではではできないことになってしまったので、１つの本部として取り組んでいる。
（委員）　　
コーディネーター養成講座についてはどうなっているのか。
（生涯学習課）　
コーディネーターの方がキックオフイベントにも参加してくれている。研修も今月中に開催する予定であり、随時、案内をしていく。
（生涯学習課長）　　
市町村単位での開催は難しいので、県教委の主催で講座の開催を考えており、来年度も取り組んでいく。内容についてはコーディネーターの方々の意向を聞きながらやっていきたい。
2 放課後子どもプランについて現状報告　　　生涯学習課
質疑応答
（委員）　
設置率が市町村により差があるが、それは受け皿がないことやコーディネーターやボランティアの人材不足が原因であると考えてよいのか。
（生涯学習課）　
小規模の市町村は実施率が１００％になりやすいが、小規模で子どもが集まりにくいことや統廃合の問題で調整中であるといった事情がある。
（生涯学習課長）
高知市は市が中心になって取り組んでいるが、他の市町村は保護者が中心になって働きかけることが多いので、地区にリーダーがいない場合はなかなか設置が進まないという現状がある。本課でも市町村への協力を要請しているところである。
（委員）
子ども教室のボランティアは有償ですか。
（生涯学習課）
有償です。
（委員）
いつから有償ですか。
（生涯学習課長）　
平成１９年度からです。
（委員）
各学校ごとに放課後子ども教室を開設して良いのか。
（生涯学習課長）
そうです。放課後子ども教室と児童クラブの両方設置することもできるが、むずかしいこともあるので、どちらか一方でも開設してくれるよう働きかけている。
（委員）
目的としては働いている保護者の代わりに子どもを見ようということになるのか。
（生涯学習課長）
その目的はどちらかというと、児童クラブの方になる。子ども教室では異年齢の子どもたちや友達と遊ぶ場、安全安心で地域の力を借りて様々な体験ができる場を提供したいと考えている。
（委員）
ボランティアも有償と無償で責任感が違ってくる。少しの援助でも、旅費だけでもあれば違うと思う。
（委員）
　このような社会情勢では少しでも援助があれば良い、というのが現状でしょう。
3 協議
中間とりまとめ（案）説明　　委員長
（委員）
ボランティアの方も有償にするべきで、県も何らかの形で援助すべきである。報酬は出さないとしても、旅費ぐらいは必要であると思う。国が行わないとしても県として、額に関わらず財政的支援は行うべきである。
（委員）
コーディネーターの問題であるが、社会教育主事資格の受講が減っており、社会教育主事の資格を持った職員もいない。受講させたくても職員の異動の周期も早く、受講させる費用もない。社会教育主事の制度が空回りしている。
（委員）
基本的に社会教育主事は必ず置くようにしている。受講については他県まで行かせる余裕はないので、高知県で受講できる時に行かせている。大学卒の職員は受講資格がありすぐ受講できるが、そうでない職員は５年待たなければならず、その間に異動があると、受けられないということになってしまう。社会教育主事の制度自体が形骸化しているので、県が社会教育担当者に社会教育についてレベルの高い研修をするべきだと思うし、それが生涯学習課の仕事であると思う。
（生涯学習課長）
教員の初任者研修にあたるような研修を社会教育担当者に行うように考えている。
（委員）
社会教育主事が企画立案するところまでなかなかいっていない。社会教育主事の制度が今の市町村の実態に沿ったものになっていない。
（委員）
条件整備の面では、財政的な問題、社会教育主事・担当者の資質の問題等、大事なことである。カリキュラムの開発について、学校の先生にとってはどうなのだろうか。子どもにとって「意味のあるもの」とはどういったことになるのだろうか。
（委員）
１回で終わるような単発的なものでは効果がない。例えば月１回でも継続したカリキュラムを組み、学校の計画の中にそれを組み込むといった、年間を通じた位置づけが大切である。そうすることで地域の方にも義務感を持ってもらえる。例えば、中学校では陸上部の支援をしてもらっている。地域の方も学校のニーズは何か、学校が望んでいること何であるか要望を待ってくれている。
（委員）
学校のニーズを出すという、そこが壁でしょう。開かれた学校とは、地域学校が共に教育の中身について具体的に考えていくということだと思います。
中間とりまとめ（案）を承認
中間とりまとめ作成起草委員の選出については委員長に一任することを確認
（２）平成２２年度社会教育関係団体への補助金について　　生涯学習課　説明
質疑応答
（委員）　
ふるさと教育推進事業について説明させていただくと、県外からのお遍路さんを地域の子どもたちとおもてなしをし、交流しているが、お遍路さんらの感謝の言葉やお手紙で子どもたちは「感謝される」喜びを学んでおり、大変よい機会となっている。今後も続けていきたいと思っている。
（委員）
大変良いことですが、予算が足らないこともあるのでは。
（生涯学習課長）
この事業の予算は別枠であり、検討の余地はあるので来年度また必要に応じて要求してほしい。
（委員）
県小中学校ＰＴＡ連合会への予算は少しずつ削られてきたのでは。
（生涯学習課長）
予算にシーリングがかかっていた時期は一定率で削らなければならなかったが、昨年度あたりから持ち直してきている。来年度分は現状維持している。
（委員）　
予算の承認はどこでされているか。
（生涯学習課長）
予算案を課で立案し、財政課と話し合って調整した後、最終的には議会で決定される。
（委員）
文化協会への予算が少なくなってきている。工夫して様々な文化行事を組んではいるが、県も伝統文化の継承等について大切だという限りは予算を考えていただきたい。
（生涯学習課長）
その分の予算については所管が違うので残念ながら対応できないが、伝統文化継承等の人材の育成には本課が推進している学校支援地域本部や放課後子どもプランを活用できるので是非推進していただきたい。
（委員）
ＰＴＡも学力向上に協力しているので、その点の予算も考えていただきたい。
（生涯学習課長）
家庭学習推進事業において３０ＰＴＡ団体への委託事業を行っており、リーフレットや生活リズムチェックカードも作成しＰＴＡと協力しながら取り組んでいるので、今後とも協力をお願いしたい。
（３）全国生涯学習フォーラム、「教育の日」制定について　　生涯学習課より説明、依頼
（４）放課後子どもプランについて
野市小学校放課後子ども教室の取り組みについて
香南市教育委員会こども課、野市小学校放課後子ども教室コーディネーターより説明
質疑応答
（委員）
本当にしっかりとした教育理念を持って、学校より学校らしい教育をなっているように感じた。応用のための教育を行う場となっている。
（委員）
２０代のスタッフはどういった方々で、どのように集められているのか。人数的にはどうなのでしょうか。
（コーディネーター）
塾のＯＢで時間講師をしている人です。他には工科大生や高知大生、高知女子大生など、野市町出身で元塾生を中心に、安心できる子どもたちがやってくれている。
（委員）
これからもスタッフはそういう方向で考えているのか。他地域では年配の方や保護者の方が多いが。
（コーディネーター）
年配の方や地域の方の声をかけたら来てくださる体制はできている。学校が開かれているので。
（委員）
子どもたちは本当に楽しそうに駆け込んできますね。
（コーディネーター）
中には辞めていく子もおり、こういう場が本当に必要な子どもは２・３人だと思うけれど、楽しくなかったら来ないでしょう。楽しくないと勉強も頭には入らないと思うので、わからなくても最後に「にこ」と笑ったら頭に入るよといってあげるなど、勉強に対する先入観を除くようにしています。
（委員）
こども課長さんとしては条件整備としてどのようなことをやっていこうとお考えですか。
（香南市教育委員会こども課長）
全校で実施したいという希望はあるが、空き教室がないという課題がある。また人材がいない。地域と密着する形でやれれば良いのだが、なかなか来てもらえない。大学生が来てくれると子どもたちは本当に喜ぶので、何か魅力的な方法を考えて巻き込んでいけるようにしたいと思っている。岸本小学校の方ではネーミングを工夫したりして年配の方々も良い取り組みを行ってくれている。
（委員）
教員とも連携が取れているようにうかがえるが、具体的にはどのような話をしているのか。
（コーディネーター）
「あれ？」と気になる子のことは聞くようにしている。教員と情報交換をして、その子の状況に配慮した対応をスタッフにも促している。
（委員）
子どもをめぐって学校の方針とずれないようにしているということですね。情報の共有は本当に大切です。
（コーディネーター）
学校とうまくコミュニケ―ションが取れてないところもあるように聞いているが、自分たちから学校に聞いていくような姿勢が持てればよいと思う。あくまでも学校・先生たちが主で、突出するようなことなく、相談しながらやっていくようにできたら良いと思っている。先生方も５分で良いので子ども教室に顔を見せてくれるようになったら良いが、そうしてもらうようにするのがコ―ディネーター力なのかなと思う。
３．放課後子どもプランの活動を視察
４．閉会　　　　　生涯学習課長挨拶
